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　ふたつめの土地に転がる学校

本年度、「言葉でできること」をテーマに掲げた『ただようまなびや』は、初めての分校を岩手県の紫波町に開きます。

土地が変わるとき、この学校のなにが変わるのでしょうか。たとえば岩手県は宮沢賢治という文学者を生んでいま

すが、この人物は「虹が火事に見えた」という意味のことを短い詩のなかに記しました。もちろん、大空にかかっ

た虹が誰の目にも火事のように見えるわけではありません。また、賢治さんも実際にそれを火事だと見間違ったわ

けではないかもしれません。しかし、そのように言葉で記された瞬間から、あらゆる岩手県の虹がなんだか火事の

ように見え出すのも事実です。その先にあるのは、世界中の虹がいろいろと異なったものに見間違えられる局面で

す。『ただようまなびや』はただよい続けることで、ひとつの場所と別の場所をつなげたいと思います。ただよい

続けることで、孤立してしまいがちな「かすかな声」や「小さな言葉」に、七色には届かないまでも二色や三色の

光をあたえたいと思います。この学校はどこにあろうと、あなたの暮らす土地と地続きなのです。
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